
令和４年５月 23日（月）

奄美市立住用小学校 校内研修のまとめとお礼

子どもも 教師も

ラーン（学ぶ） コネクト（つながる） チェンジ（かわる）



授業者 第3学年担任 講師 増 たか子
１ 教 科 算数科

２ 単元名 あまりのあるわり算

第2時（全５時間）

３ 目 標

余りのある除法のある場面を

基に，除数と余りの関係につい

て比較する活動を通して，除数

より余りの数が小さくなること

を理解することができる。



１ 目標の明確化

前時の学習で学んだことと比較
させながら，「あまり７ことした
ら間違いなのかな。」と尋ね，揺
さぶりをかけて学習問題を立てま
した。

包含除の問題場面であることを理解させる
ために問題文に言葉と式に単位を入れました。

比 較



２ 山場の工夫①

１ 自分で考える！

高さで考える

まとまりで考える

くくって考える

くくって考える

ならべて考える

子ども目線でかかわる教師

学び合う

３ 全体で考える！

伝え合う

２ グループで考える！

タブレットで
考えを送信

思考の深化



２ 山場の工夫② ４ 多様な考えを統合して思考の一般化！

日頃から双方矢印の教具を使って学び方
を自然と身に付けさせる。

～見方・考え方を働かせる子ども～

「１，２，３の繰り返し」「わられる数
が１増えるとあまりも１増える」「あま
りはわる数より小さい」等，規則性や法
則性に着目する姿が見られました。

大小を比べると?

子どもが「あっ」と
言って「あまりはわる
数より小さい。」とつ
ぶやきました。



３ 確かめ・見届け 子どもにとっては・・・思考の整理整頓
教師にとっては・・授業評価と授業改善

ポストテストで自己評価・補充指導

板書の中から気付きや考えを取り出して，
自分たちでまとめました。



学びをつなげる工夫→学ぶ楽しさの実感へ

主体的な学びを促す設
営物にするために･･･
子どもが必要な時に必

要な情報を選択できるよ
うにしました。



授業を支える３点セット

授業中，教卓に置いていた学習指導案と発問計画，板書計画



相互の学びのステージ

授業者

行 政職 員

校内研修の充実
学校教育目標の具体化

後継者の育成

授業力の向上

教師の学び

カリキュラムマネジメント

目指す子ども像の具現化 校内研修への評価・指導

組織力の向上



成果と課題
成 果
１ 問題解決の学習のプロセスにそった学習過程を明らかにすることができた。【学習過程の明確化】
２ 学習内容の要点となる箇所について比較などの思考ツールを用いて，子どもの思考を深めることができた。
【思考の質と量の確保】

３ 授業研究会で，職員全員が発言し，本校の授業スタイルの立案に向けた取組ができた。
【職員の意識の向上と連携の強化】

課 題
１ 子どもが，学習問題への必要性を感じるために子どもの実態に応じた学習内容の設定を行う。
【学習問題の必然性】※西島先生からの助言

２ 思考を深めるためにどんな子どもの発言を拾い，それに対してどんな問いをどのタイミングで行うかを準備
しておく。【ねらいを基にした問いかけの質の向上】

３ 思考を促すワークシートの作成と配布のタイミングの検討をしておく。【自立学習の充実】


